
北信越体育・保健体育ネットワーク研究会「トキめきラウンド」 

 

北信越体育・保健体育ネットワーク研究会「トキめきラウンド」を，１１月５日（土）にオンライン形式で開

催し，以下の内容で研修を行いました。 

１ 開会行事 

２ 提  言   個別最適な学びと学習課題 

日本女子体育大学   高橋 修一 教授 

３ 研究発表   ハードリング技能を向上させる単元構成の工夫 

～自分にあったコースを見つける～ 

          新潟市立葛塚小学校  田辺 久人 教諭 

４ ワークショップ 桐 蔭 横 浜 大 学  佐藤  豊 教授 

５ 閉会行事 

 

提言 

高橋修一先生から「個別最適な学びと学習課題」という演題で講演をしてい

ただきました。 

文部科学省や中央教育審議会が示している資料などを基に，基本的な考え方

や ICTを活用した具体的な学習場面などについて教えていただきました。 

参加者からは，自分が現在取り組んでいる実践と比較しながら，個別最適な

学びと ICTの活用との関連や，これから求められる授業改善の方向性について

の質問が出されたり，意見交換が行われたりしました。 

 

研究発表 

田辺久人先生から「ハードリング技能を向上させる単元構成の工夫～自分

にあったコースを見つける～」という演題で研究発表をしていただきました。 

「課題を踏切・クリアランス・着地の３つに焦点化して練習に取り組むこ

とができたことが記録の向上に繋がったこと」「見本の動画と自分の動画を

何度も比較することで，自分の課題に気付くことができたこと」などが研究

の成果として報告されました。 

 

ワークショップ 

佐藤豊先生から以下に示したフレームを提示していただき，参加者を２つのグループに分けてワークショップ

を行いました。 

小学校高学年の「器械運動（マット運動）」と「陸上運動（ハードル走）」を想定しながら，「応用する」「でき

る」「理解する」「関わる」の４つの視点を基に，各グループで活発な意見交換が行われました。 

（文責 三本 雄樹） 
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